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１．2026年12月期第１四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 38,634 △3.0 3,206 △4.7 3,201 0.2 2,774 38.7
2025年12月期第１四半期 39,822 2.1 3,363 △5.3 3,193 △20.7 2,000 △26.4

(注) 包括利益 2026年12月期第１四半期 3,630百万円( 626.3％) 2025年12月期第１四半期 499百万円(△93.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第１四半期 26.00 －
2025年12月期第１四半期 18.01 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 284,108 213,975 74.9
2025年12月期 289,105 215,944 74.3

(参考) 自己資本 2026年12月期第１四半期 212,807百万円 2025年12月期 214,807百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 32.50 － 32.50 65.00
2026年12月期 －
2026年12月期(予想) 35.00 － 35.00 70.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 81,500 1.4 7,000 △0.3 7,400 △1.3 5,700 △0.3 53.64
通期 167,000 2.9 14,500 2.3 15,100 0.2 11,500 △9.9 108.56

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年12月期１Ｑ 108,000,000株 2025年12月期 108,000,000株

② 期末自己株式数 2026年12月期１Ｑ 1,860,048株 2025年12月期 714,199株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期１Ｑ 106,713,066株 2025年12月期１Ｑ 111,079,211株

(注) 期末自己株式数および期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、従業員向け株式交付

信託が保有する当社株式が含まれております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の業績予想には、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づく予想が含まれております。実際の業績は、今後

様々な変動要因により、上記数値と異なる可能性があります。上記業績予想に関する事項は、第１四半期決算短信

（添付資料）３ページ「１.経営成績等の概況（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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１．経営成績等の概況

（１）経営成績に関する説明

（ア）当第１四半期連結累計期間の概況

当第１四半期連結累計期間（2026年１月１日から2026年３月31日まで）における世界経済は、中東地域での紛

争拡大を受けた原油価格の高騰やサプライチェーンの混乱による不確実性が高まり、先行きに対する警戒感が強

まりました。そのような中、データセンターやAI向け半導体の需要が一段と拡大し、関連産業における旺盛な需

要が世界経済の成長を牽引する要因となりました。

わが国経済においては、物価高の状況が続いたものの、高水準の賃上げの継続や政府による物価安定政策の下

支えにより、個人消費は緩やかな持ち直しを見せました。しかしながら、原燃料の供給不安や価格の高騰などが

企業の収益圧迫要因となっており、先行きは依然として不透明な状況が続きました。

このような状況下、当社グループは、事業ポートフォリオの見直し、採算是正、経費削減等に取り組んでまい

りました。その結果、売上高は386億３千４百万円（前年同期比3.0%減収）、営業利益は32億６百万円（前年同期

比4.7%減益）、経常利益は32億１百万円（前年同期比0.2%増益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、遊休

不動産の売却等により27億７千４百万円（前年同期比38.7%増益）となりました。

（イ）セグメント別の業績

①基幹化学品事業

電解製品は、コスト上昇に伴う製品価格の是正により、増収となりました。アクリルモノマーは、一部製品の

販売が終了したことに加え、原料価格の下落に連動した販売価格の低下により、減収となりました。工業用ガス

は、販売数量が増加したことにより、増収となりました。これらの結果、当セグメントの売上高は156億９千７百

万円（前年同期比12.1%減収）となりました。

営業利益は、アクリルモノマーにおける一部製品の販売終了による販売数量の減少や修理費用の増加により、

16億５千万円（前年同期比27.7%減益）となりました。

②ポリマー・オリゴマー事業

アクリルポリマーは、車載向け、医薬向けおよび半導体向けの販売数量が増加し、増収となりました。アクリ

ルオリゴマーは、販売数量が減少し、減収となりました。高分子凝集剤は、販売数量が減少したものの国内向け

の採算是正により、増収となりました。これらの結果、当セグメントの売上高は91億５千３百万円（前年同期比

3.9%増収）となりました。

営業利益は、アクリルポリマーの販売数量の増加と全般的な採算是正が進んだことにより、８億７千８百万円

（前年同期比39.1%増益）となりました。

③接着材料事業

家庭用は、米国での合弁解消による販売価格の改定により、増収となりました。機能性接着剤は、車載向けお

よびスマートフォン向け製品の販売数量が堅調に推移し、増収となりました。これらの結果、当セグメントの売

上高は35億４千３百万円（前年同期比4.5%増収）となりました。

営業利益は、米国での販売促進に伴う固定費の増加により、２千５百万円（前年同期比83.3%減益）となりまし

た。

④高機能材料事業

高純度無機化学品は、AI向け半導体の需要が継続するとともに、メモリー向け需要の回復により販売数量が増

加し、増収となりました。無機機能材料は、無機抗菌剤の販売数量が減少し、減収となりました。これらの結果、

当セグメントの売上高は27億６千２百万円（前年同期比14.8%増収）となりました。

営業利益は、高純度無機化学品の販売数量の増加により、４億３千７百万円（前年同期比200.7%増益）と前年

同期比で約３倍となりました。
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⑤樹脂加工製品事業

環境インフラシステムは、下水道関連向け製品の販売数量の増加により、増収となりました。ライフサポート

は、レンタル向け製品の販売数量が増加し、増収となりました。エコマテリアルは、東南アジア向け販売数量の

減少により、減収となりました。これらの結果、当セグメントの売上高は68億８千１百万円（前年同期比0.9%増

収）となりました。

営業利益は、環境インフラシステムでのインフラ老朽化対策向け製品の販売数量の増加により、６億６千９百

万円（前年同期比33.6%増益）となりました。

⑥その他の事業

商社事業、輸送事業などにより構成されている当セグメントは、商社事業が増収となり、売上高は５億９千６

百万円（前年同期比13.8%増収）となりました。

営業利益は、ほぼ前年同期並みの１億５千３百万円（前年同期比1.9%減益）となりました。

なお、前第４四半期連結会計期間から経営管理区分の見直しを行い、従来その他の事業に含めていた新規製品

の研究開発事業にかかる費用をセグメント利益または損失の調整額に計上しております。前年同期比につきまし

ては、変更後の区分方法により作成した前第１四半期連結累計期間の数値と比較しております。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債および純資産の状況

資産合計は、「現金及び預金」や「有価証券」などの流動資産が減少したため、前連結会計年度末に比べ49億９

千６百万円、1.7％減少し、2,841億８百万円となりました。

負債合計は、設備投資にかかる未払金の減少により流動負債の「その他」が減少したため、前連結会計年度末に

比べ30億２千７百万円、4.1％減少し、701億３千２百万円となりました。

純資産合計は、自己株式の取得により「自己株式」が増加したため、前連結会計年度末に比べ19億６千８百万円、

0.9％減少し、2,139億７千５百万円となり、自己資本比率は74.9％となりました。

（３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は16億６千８百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現在、中東情勢の緊迫化を背景にして、世界的に原油およびナフサ市況が高騰しており、石油化学製品を中心と

したサプライチェーンに多大な影響が生じております。化学業界全体で、原料の供給不安や物流の混乱に伴う納期

調整、価格改定が発生しており、当社におきましても、一部原料の調達制約が生じております。こうした事態を受

け、当社グループは、代替調達の実施や在庫確保、生産計画の最適化を進め、製品の安定供給の継続を最優先に対

応しております。一方、製品の安定供給と事業継続を維持するため、原燃料価格等の上昇に伴う製品価格の改定を

実施しており、今後も事業環境の変化に機動的に対応してまいります。

このような不透明な情勢に鑑み、現時点で各種事象の影響を合理的に見積もることは困難であるため、2026年２

月12日に発表いたしました2026年12月期通期の連結業績予想を据え置いております。今後、修正が必要と判断され

た場合には速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,518 20,517

受取手形及び売掛金 38,003 35,837

電子記録債権 11,554 10,740

有価証券 7,000 4,000

棚卸資産 25,469 26,264

その他 4,061 5,105

貸倒引当金 △51 △48

流動資産合計 110,556 102,418

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 40,939 40,469

機械装置及び運搬具（純額） 24,259 25,848

土地 33,215 32,030

その他（純額） 30,635 32,092

有形固定資産合計 129,050 130,441

無形固定資産 4,723 4,763

投資その他の資産

投資有価証券 36,029 36,947

退職給付に係る資産 6,013 6,032

その他 2,773 3,547

貸倒引当金 △41 △41

投資その他の資産合計 44,775 46,485

固定資産合計 178,548 181,690

資産合計 289,105 284,108
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 16,513 16,119

短期借入金 6,865 6,865

未払法人税等 2,543 887

賞与引当金 4 803

その他 21,451 19,164

流動負債合計 47,376 43,839

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 3,770 3,770

退職給付に係る負債 131 132

株式給付引当金 438 467

その他 11,443 11,923

固定負債合計 25,783 26,293

負債合計 73,160 70,132

純資産の部

株主資本

資本金 20,886 20,886

資本剰余金 14,166 14,192

利益剰余金 156,396 155,672

自己株式 △957 △3,084

株主資本合計 190,491 187,667

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,635 17,218

為替換算調整勘定 5,933 6,215

退職給付に係る調整累計額 1,747 1,705

その他の包括利益累計額合計 24,316 25,139

非支配株主持分 1,136 1,168

純資産合計 215,944 213,975

負債純資産合計 289,105 284,108
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

売上高 39,822 38,634

売上原価 28,708 26,901

売上総利益 11,113 11,733

販売費及び一般管理費 7,749 8,526

営業利益 3,363 3,206

営業外収益

受取利息 61 49

受取配当金 68 155

持分法による投資利益 29 30

為替差益 － 7

固定資産賃貸料 4 5

その他 31 26

営業外収益合計 195 274

営業外費用

支払利息 34 81

投資事業組合運用損 8 101

遊休設備費 1 56

環境整備費 39 23

為替差損 266 －

その他 15 15

営業外費用合計 365 279

経常利益 3,193 3,201

特別利益

固定資産売却益 － 879

補助金収入 43 337

投資有価証券売却益 13 －

特別利益合計 57 1,216

特別損失

固定資産処分損 483 114

圧縮未決算特別勘定繰入額 － 336

投資有価証券評価損 16 8

災害による損失 ※１ 8 ※１ 4

特別損失合計 508 463

税金等調整前四半期純利益 2,741 3,955

法人税等 721 1,152

四半期純利益 2,020 2,803

非支配株主に帰属する四半期純利益 20 28

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,000 2,774
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

四半期純利益 2,020 2,803

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △723 584

為替換算調整勘定 △750 283

退職給付に係る調整額 △45 △41

その他の包括利益合計 △1,520 826

四半期包括利益 499 3,630

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 515 3,598

非支配株主に係る四半期包括利益 △16 31
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2026年２月12日開催の取締役会決議に基づく自己株式1,150,000株の取得などを行いました。この結

果、当第１四半期連結累計期間にて自己株式が2,126百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株

式が3,084百万円となっております。

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 災害による損失

2024年１月に発生した能登半島地震による損失額であり、内訳は次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

原状回復費用等 8百万円 4百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

減価償却費 2,683百万円 2,836百万円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年３月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

基幹化学
品事業

ポリマー・

オリゴマー

事業

接着材料
事業

高機能
材料事業

樹脂加工
製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 17,865 8,811 3,391 2,406 6,823 39,297 524 39,822 － 39,822

セグメント間の内部
売上高または振替高

910 329 12 100 166 1,519 403 1,923 △1,923 －

計 18,776 9,140 3,404 2,506 6,989 40,817 928 41,745 △1,923 39,822

セグメント利益
または損失（△）

2,282 631 153 145 501 3,714 156 3,871 △507 3,363

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商社事業、輸送事業等を含

んでおります。

２ セグメント利益または損失の調整額には、セグメント間取引消去△０百万円および各報告セグメントに配分

していない全社費用△507百万円が含まれております。全社費用は、主に特定の報告セグメントに帰属させ

て管理していない全社共通研究開発費等であります。

３ セグメント利益または損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年１月１日 至 2026年３月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

基幹化学
品事業

ポリマー・

オリゴマー

事業

接着材料
事業

高機能
材料事業

樹脂加工
製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 15,697 9,153 3,543 2,762 6,881 38,038 596 38,634 － 38,634

セグメント間の内部
売上高または振替高

1,013 311 24 69 265 1,684 413 2,098 △2,098 －

計 16,710 9,465 3,568 2,831 7,147 39,722 1,010 40,732 △2,098 38,634

セグメント利益
または損失（△）

1,650 878 25 437 669 3,662 153 3,815 △609 3,206

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商社事業、輸送事業等を含

んでおります。

２ セグメント利益または損失の調整額には、セグメント間取引消去０百万円および各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△609百万円が含まれております。全社費用は、主に特定の報告セグメントに帰属させて

管理していない全社共通研究開発費等であります。

３ セグメント利益または損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２ 報告セグメントの変更等に関する事項

（「その他」セグメントの区分変更）

前第４四半期連結会計期間から経営管理区分の見直しを行い、従来「その他」事業に含めていた新規製品の研究

開発事業にかかる費用を全社費用としてセグメント利益または損失の調整額に計上しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分に基づき作成したものを記載しておりま

す。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。


